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アルファルファ草地における造成時の雑草対策

天北地域における、アルファルファの栽培技術として、単播草地の造成年から維持段階
までの刈取り管理、混播草地の刈取りと施肥管理などが明らかにされています。しか
し、より安定した栽培を行うには造成時における雑草対策技術の確立が指摘されていま
す。

そこで今回は当地域における造成時の雑草発生の実態と、その対策について天北農試で
得られた成績を紹介します。


１．雑草の発生実態と播種床土壌サンプルからの発生予測

宗谷管内７市町村３４圃場を用いて、牧草播種前の土壌サンプルから発芽する雑草と播
種後に圃場で発生する雑草の関係について調ベました。造成時に発生する主な雑草はイ
ヌタデ、シロザ、ギシギシ、ツメクサ、スカシタゴボウ、ナズナ、ハコベ、イネ科雑草
等でありました。このうち、スカシタゴボウ、ナズナ等を除いた主な雑草は、播種前
（耕起後）に播種床の土壌（表層１０cm程度）を２０～３０か所ランダムに採取し、ガ
ラス室で土壌から発生する雑草を調べることで造成後に圃場で発生する雑草を予測する
ことが可能です(表１)。


表１ 土壌サンプルからの発生予測と圃場発生の関係（広葉雑草）


耕起後、シャベルで２０～３０カ所の土壌を取り、バツト等に２～３cmの厚さに広げ、
どんな雑草が発芽するか試してみては如何がでしょうか。


２．播種時期と雑草発生

播種時期により初年目１番草生育時に発生する雑草の種類が異なります。すなわち、５
月下旬播種ではツメクサ、ヘラオオバコが多く、６月下旬以降の播種ではスカシタゴボ
ウ、ギシギシ、ノゲシの発生が多くなります。 このことから、発生が予測される雑草の
種類により播種時期を移動させることが重要と考えられます。すなわち、ツメクサ等の
発生が多い場合は６月下旬播種、スカシタゴボウ等の発生が多い場合は５月下旬播種が
雑草対策上良いと考えられます（図１）。




図１ 播種期別の１番草草刈時の雑草割合

３．単播と混播の比較

アルファルファとオーチャードグラスの混播はアルファルファ単播に比べて雑草割合が
少なく、乾物収量が高いことから、雑草の発生が多いと予想されるほ場ではＡＬとＯＧ
の混播が良いと考えられます（表２）。


表２ 単播草地と混播草地の初年目の雑草割合と乾物収量（２カ年平均）


４．造成時の除草法 
早春播種では土壌処理薬剤の効果、夏播種(６月以降)草地の除草法として播種床表層撹
拌処理（ロータリ耕）と除草剤（播種同日茎葉処理）の効果について検討しました。

早春または夏播種を行う場合の除草法として、早春播種では土壌処理薬剤、夏播種では
播種床表層撹拌処理がそれぞれ対照区に比べて雑草割合が少なく、乾物収量も高いこと
から雑草対策上良いと考えられます。（表３）


表３ 表層撹拌処理の雑草割合と乾物収量（３カ年平均）





まとめ

以上、本試験から得られた結果と既往の成果を基にして、天北地域におけるアルファル
ファ造成時の雑草対策技術を図２に示します。
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